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ご
あ
い
さ
つ

幹
事
長
　
羽
吹 

綾
子

一
紫
会
会
員
の
皆
様
、

ご
き
げ
ん
よ
う
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
中
の
人
々
が
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
世
界
が
初
め
て
一
つ
に
な
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
五
十
七
年
ぶ
り
に
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
で
す
が
、
昨
年
と
は
違
い
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
可

能
性
、
希
望
の
光
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

大
学
卒
業
式
・
一
紫
会
入
会
式
は
、
感
染
防
止
対
策
を

万
全
に
し
た
上
、
二
部
制
に
て
無
事
執
り
行
わ
れ
、
晴
れ

て
九
百
五
十
一
名
の
新
た
な
一
紫
会
会
員
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
記
念
品
と
い
た
し
ま
し
て
、

学
祖
・
跡
見
花
蹊
先
生
御
筆
の
桜
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
紫
の
袱
紗
を
お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
蹊
先
生
が
卒
業
生
に
詠
ま
れ
た
お
歌
「
忘
る
な
よ
わ
が

学
び
や
の
藤
袴
そ
の
紫
の
た
ふ
と
か
る
色
」
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
跡
見
で
学
ば
れ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
止
と
な
り
ま
し
た
大
学
紫
祭
で
す
が
、
今
年
は

「
花
車
～
新
し
い
紫
祭
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
初
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
（
10
／
30
～
11
／
６
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

花
車
（
＝
ガ
ー
ベ
ラ
）
の
花
言
葉
は
「
希
望
」「
前
進
」
で
す
。

一
紫
会
で
も
希
望
の
光
を
持
ち
、
前
向
き
に
歩
み
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
急
遽
「
卒
業
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
作
品
展
」 

（
紫
祭
サ
イ
トhttps://atom

i-yukarifes.com
/

）
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
紫

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
近
日
公
開
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
紫
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ

さ
い
ま
せ
。

『
一
紫
会
だ
よ
り
』
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
写
真
は
、

第
一
回
紫
祭
の
テ
ー
マ
と
作
品
展
の
も
の
で
す
。
五
十
年

以
上
の
月
日
が
流
れ
、
時
代
は
変
化
し
て
も
、
先
輩
方
の

想
い
を
受
け
継
ぎ
、
跡
見
の
建
学
の
精
神
「
自
律
し
、
自

立
し
た
女
性
」
が
変
わ
ら
ず
に
あ
る
の
だ
と
実
感
し
、
胸

が
熱
く
な
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
跡
見

へ
の
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
胸
に
、
希
望
の
光
と
し
て
前
進
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

二
○
二
五
年
に
跡
見
学
園
は
創
立
一
五
○
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
新
座
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
学
生
会
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
四

日
に
は
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
五
○
周
年
記

念
事
業
推
進
の
た
め
、
ま
た
学
園
の
更
な
る
発
展
の
た
め

「
跡
見
さ
く
ら
咲
く
募
金
」
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
紫
会
で
は
リ
モ
ー
ト
会
議

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
可
能
性
を
追
究
し
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
時
代
の
活
動
を
と
め
る
こ
と
な
く
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

支
部
会
は
残
念
な
が
ら
今
年
も
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
と
の
絆
で
、
心
は
い
つ
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
信
じ
て
…
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
一
紫
会
常
任
幹
事
一
同
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
ま
せ
。
ま
た
笑
顔
で
お
目
に
か
か
れ
る
日
ま
で
、

ご
き
げ
ん
よ
う
。

つながろう！ 一紫会
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１ 

は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
収
束
せ

ず
、
最
近
は
デ
ル
タ
株
の
脅
威
が
全
国
的
に
拡

大
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
学
は
コ
ロ
ナ
と
の

共
存
を
前
提
に
、
半
年
あ
る
い
は
一
年
以
上

の
授
業
形
態
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
深
刻
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
す
べ
て
の
授
業
を
遠
隔
で
や
っ

て
い
れ
ば
問
題
が
解
決
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
学
生
、
教
職
員
の

健
康
に
は
十
分
な
配
慮
を
し
な
が
ら
も
、
大
学

と
し
て
不
可
欠
な
教
育
機
能
を
ど
の
よ
う
に

し
て
維
持
す
る
の
か
、
と
も
す
れ
ば
矛
盾
し
対

立
す
る
要
素
の
ど
こ
に
シ
ス
テ
ム
上
の
接
点

を
求
め
る
の
か
、
難
し
い
選
択
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、対
面
授
業
こ
そ
教
育
の
原
点
で
あ
り
、

遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
対
面
授
業
を
一
部
で
も
維
持
で
き

る
か
に
つ
い
て
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
と
い
い

ま
す
の
は
、
対
面
授
業
に
お
け
る
教
師
と
学

生
と
の
人
格
的
交
流
、
そ
し
て
学
生
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
こ
そ
、
卒
業
後
の
人
生
の
宝

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
秋
学
期

の
授
業
形
態
で
す
が
、
デ
ル
タ
株
な
ど
の
状
況

に
鑑
み
、
講
義
科
目
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

遠
隔
授
業
と
し
、
ゼ
ミ
等
に
つ
い
て
は
対
面
授

業
で
行
う
と
い
っ
た
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
、
状
況
の

改
善
に
伴
い

徐
々
に
対
面

授
業
を
増
や

し
て
い
く
よ

う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

２ 

新
し
い
動
き

学
生
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
こ

の
一
年
半
の
間
、
事
実
上
停
止
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
学
生
の
自
主
的
な
活
動
の

集
大
成
と
も
言
う
べ
き
紫
祭
も
、
昨
年
は
中

止
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
は
授
業
形
態
だ
け
で
な
く
、
学

生
の
自
主
的
活
動
も
含
め
学
生
生
活
全
般
に

渡
っ
て
多
く
の
制
約
を
課
す
も
の
で
し
た
。

同
様
に
、
海
外
の
大
学
と
の
交
流
事
業
、
派

遣
、
受
け
入
れ
も
ほ
ぼ
全
面
的
に
中
止
と
言

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。私
自
身
も
、当
初
、

コ
ロ
ナ
の
問
題
が
こ
こ
ま
で
長
引
き
、
そ
し

て
大
学
の
あ
り
方
全
般
に
渡
っ
て
こ
れ
ほ
ど

の
影
響
を
与
え
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

他
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
の
に
対
応
し

て
、
学
生
間
、
あ
る
い
は
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
各
種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
情
報
共
有
の
形
成
、
先
生
方
に
お
い
て
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
改
善
の
Ｆ
Ｄ
（Faculty 

D
evelopm

ent

）
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
教

育
環
境
へ
の
対
応
と
適
応
の
プ
ロ
セ
ス
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
教
育
方
法
の
改
善
と
新
し
い

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
前
に
進
ま
な
か
っ
た

課
題
で
し
た
。
同
様
に
、
大
学
レ
ベ
ル
で
も

他
大
学
に
先
駆
け
た
角
川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
の
連
携
協
定
の
締
結
、
東
京
都
の
「
大

学
等
に
よ
る
観
光
経
営
人
材
育
成
事
業
」（
三

年
間
、
総
額
三
千
万
円
）
の
受
託
、
そ
し
て
卒

業
生
の
学
び
直
し
の
一
環
と
し
て
大
学
院
へ

の
入
学
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
新
し
い
動
き

も
具
体
化
し
て
き
ま
し
た
。

３ 

女
性
や
高
齢
者
の
学
び
直
し

女
性
や
高
齢
者
の
学
び
直
し
は
、
ス
キ
ル
や

資
格
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
人
生
を
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う
問
題
と
切

り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ン
ド
ン
・

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン

教
授
は
、
著
書
「
ラ
イ
フ・シ
フ
ト
」
の
中
で
、

人
生
を
教
育
、
仕
事
、
引
退
の
三
つ
の
ス
テ
ー

ジ
で
分
け
る
の
で
は
な
く
、
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ

を
組
み
合
わ
せ
て
生
き
る
「
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー

ジ
」
と
い
っ
た
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

一
紫
会
の
皆
さ
ん
も
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
の

大
学
院
で
も
う
一
度
学
び
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
生
を
再
構
成
し
、
よ
り
豊
か
な
も
の
に

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
日
本
社
会
が
抱
え
て
い

た
問
題
を
一
気
に
表
面
化
さ
せ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
方
で
、
新
し
い
対
応
の
プ
ロ
セ

ス
が
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
で
も
徐
々
に
形
成

さ
れ
、
次
の
時
代
へ
の
新
し
い
可
能
性
が
出
て

き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
私
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
負
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
克
服
し

よ
う
と
し
て
創
造
さ
れ
る
新
し
い
可
能
性
も

等
し
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と

大
学
の
新
し
い
対
応

学
長
　
笠
原 

清
志
　
先
生
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七
月
八
日
～
二
十
五
日
、文
京
区
シ
ビ
ッ
ク・

ホ
ー
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
第
二
回
文
の
京

書
道
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
本
学

学
生
と
教
員
の
作
品
十
四
点
、
高
校
生
の
招

待
作
品
四
点
・
海
外
の
招
待
作
品
二
点
お
よ

び
文
京
区
民
や
本
学
教
職
員
の
手
に
な
る
「
コ

ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
う
書
」
約
五
十
点
で
す
。

こ
の
展
覧
会
の
目
的
は
、
①
文
京
区
民
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
る
生
涯
教
育
推
進
及
び
社
会

貢
献　

②
本
学
学
生
の
書
の
表
現
力
と
鑑
賞

力
の
向
上　

③
首
都
圏
の
高
等
学
校
へ
の
教

職
課
程
（
書
道
）
の
認
知
。
こ
の
三
つ
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

本
学
学
生
の
作
品
に
つ
い
て
は
当
初
二
十
～

二
十
五
点
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
授
業
の
た
め
、
思
う

よ
う
に
作
品
が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
書
道
の
盛
ん
な
首
都
圏
の
高
校
に
依
頼
し

レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
を
出
品
し
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
本
学
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し

た
い
と
の
思
惑
か
ら
で
す
。
海
外
の
大
学
（
今

回
は
北
京
第
二
外
国
語
学
院
）
へ
依
頼
し
た
理

由
は
、
た
と
え
思
想
信
条
は
違
っ
て
も
同
じ
漢

字
文
化
圏
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
参
観

者
に
何
か
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た

か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
例
年
五
月
～
六
月
に
開
催
し
て
い

る
〈
文
京
ア
カ
デ
ミ
ア
講
座
〉
の
方
々
の
作
品

を
展
示
す
る
予
定
で
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

下
で
講
座
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
交
流
課
の
貴
堂
さ

ん
の
発
案
で
、〈
跡
見
菊
坂
塾
〉
を
訪
れ
た
方
々

に
「
コ
ロ
ナ
禍
終
息
を
願
う
書
」
を
自
由
に
揮

毫
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
協
力
さ
れ
た
方
々
、

そ
し
て
ご
高
覧
下
さ
っ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

学
祖
跡
見
花
蹊
先
生
の

お
墓
参
り
ご
報
告

二
〇
二
〇
年
十
一
月
七
日
、
茗
荷
谷
本

部
で
行
わ
れ
た
一
紫
会
常
任
幹
事
会
の

後
、
幹
事
一
同
徒
歩
に
て
、
学
祖
跡
見

花
蹊
先
生
の
墓
所
の
あ
る
光
圓
寺
（
文

京
区
小
石
川
）
へ
向
か
い
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
な
く
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
で
墓
所
周
辺

の
お
掃
除
な
ど
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

最
後
に
お
花
と
お
線
香
を
手
向
け
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
跡
見
生
の
変

わ
ら
ぬ
修
学
成
果
な
ど
を
ご
報
告
し
て

参
り
ま
し
た
。注

：
御
命
日
は
１
月
10
日
。

「
第
二
回

文ふ
み

の
京

み
や
こ

書
道
展
」を

開
催
し
て

人
文
学
科
教
授

　
横
田 

恭
三
　
先
生

お
墓
参
り
報
告

横
田
閑
雲
作 「
篆
書
八
字
」（
中
央
）
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― 

作
品
詳
細 

―　
　

画
像
下
の
数
字
に
対
応 

① 

北
海
道
支
部　
宮
澤
眞
智
子　
６
回
生　
英
文

　

 �

陶
芸　
ポ
ー
セ
リ
ン
・
レ
ー
ス
ド
ー
ル　
二
〇
一
九
年
製
作　
磯
器
泥
漿
・
レ
ー
ス

　

 �（
タ
テ300m

m

×
ヨ
コ260m

m

×
高
さ300m

m

）

② 

中
部
支
部　
異
相
由
美　
６
回
生　
英
文

　

 �

墨
彩
画
「
風
の
詩
（
う
た
）」　
二
〇
一
五
年
製
作　
画
仙
紙
・
墨
・
顔
彩

　

 �（
タ
テ80m

m

×
ヨ
コ50m

m

）

③ 

北
陸
支
部　
近
藤
敬
子　
３
回
生　
美
学

　

 �

書
「
漢
字　
信
」
一
九
九
〇
年
製
作
（
タ
テ1,145m

m

×
ヨ
コ585m

m

）

④ 

中
部
支
部　
鈴
木
綾
子　
16
回
生　
美
学

　

 �

七
宝
焼
「
月
う
さ
ぎ
」
二
〇
一
二
年
製
作
（
タ
テ230m

m

×
ヨ
コ300m

m

）

⑤ 

四
国
支
部　
多
田
美
子　
18
回
生　
美
学

　

 �

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
「
息
子
へ
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
」
二
〇
一
六
年
製
作

　

 �

木
材　
（
タ
テ450m

m

×
ヨ
コ450m

m

）

⑥ 

北
陸
支
部　
木
本 

結　
31
回
生　
美
学

　

 �

水
引
細
工
「
桔
梗
の
リ
ー
ス
」
二
〇
二
一
年
製
作　
色
水
引

　

 �（
タ
テ190m

m

×
ヨ
コ210m

m

×
高
さ45m

m

）

⑦ 

中
部
支
部　
笹
木
美
樹　
19
回
生　
美
学

　

 �

陶
芸　
染
付
花
器
「
海
」
二
〇
二
一
年
製
作　
陶
土

　

 �（
タ
テ140m

m

×
ヨ
コ140m

m

×
高
さ370m

m

）

⑧ 

四
国
支
部　
中 

美
津
代　
10
回
生

　

 �

押
し
花
ア
ー
ト
「
押
し
花
で
ア
ー
ト
」
二
〇
二
一
年
製
作

　

 �

ネ
リ
ネ
・
バ
ラ
・
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
・
パ
ン
ジ
ー
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
メ
ラ
ス
フ
ェ
ル
ラ

⑨ 

常
任
幹
事　
若
泉
雪
子　
２
回
生　
国
文

　

 �

織
ビ
ー
ズ
「
ネ
ッ
ク
レ
ス
」

⑩ 

常
任
幹
事　
土
田
り
か
こ　
12
回
生　
美
学

　

 �

つ
ま
み
細
工　
エ
ス
テ
ル
フ
ル
ー
ル
「
蘭
」
二
〇
一
九
年
製
作

　

 �

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
・
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
・
他

　

 �（
タ
テ150m

m

×
ヨ
コ75m

m

×
高
さ35m

m

）

⑪ 

九
州
支
部　
服
部
菜
実
子　
８
回
生　
美
学

　

 �

ア
ク
セ
サ
リ
ー　
タ
デ
ィ
ン
グ
レ
ー
ス
「
ブ
ロ
ー
チ
（
バ
ラ
）」
二
〇
一
八
年
製
作

　

 �

レ
ー
ス
糸
（
タ
テ100m

m

×
ヨ
コ60m

m

×
高
さ30m

m

）

⑫ 

新
潟
支
部　
新
井
悠
鷺　
20
回
生　
国
文

　
 �

い
け
ば
な　
二
〇
一
六
年
製
作　
し
ゃ
く
や
く
・
他

　
 �（

タ
テ150m

m

×
ヨ
コ90m

m

×
高
さ60m

m

）

⑬ 
中
国
支
部　
松
浦
啓
子　
７
回
生　
英
文

　

 �
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ　
二
〇
二
〇
年
製
作

⑭ 

甲
信
支
部　
宮
沢
美
穂　
17
回
生　
国
文

　

 �

デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
「
記
憶

−

水
中
に
差
し
込
む
光
の
よ
う
に

−

」

　

 �

二
〇
一
二
年
製
作　
生
花　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
（
タ
テ350m

m

×
ヨ
コ180m

m

）

　 

2
0
2
1
オ
ン
ラ
イ
ン
紫
祭
　
参
加
動
画

《
一
紫
会
オ
ン
ラ
イ
ン
作
品
展
》 

紙
上
映
写

❀

⑭

⑧

④

⑫

⑥

②

⑩⑬

⑦

③

⑪

⑤

①

⑨

　

二
〇
二
一
年
八
月
、
今
年
度
の
紫
祭
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
と
の
連
絡
を
受
け
、
一
紫
会
で
は
急
遽
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

急
ぎ
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力
も
得
て
、「
一
紫
会
オ
ン
ラ
イ
ン
作

品
展
」
の
動
画
を
作
成
・
公
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
作
品
の

一
部
を
本
紙
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
、全
作
品

を
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
公
開
期
間
10
／
30
～
11
／
６
）

https://atomi-yukarifes.com/ 
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⑮ 

北
陸
支
部　
小
林
葉
子　
８
回
生　
英
文

　

 �

書
「
李
白
詩
（
静
夜
思
）」
二
〇
一
〇
年
製
作
（
タ
テ330m

m

×
ヨ
コ450m

m

）

⑯ 

関
西
支
部　
片
桐
悦
子　
３
回
生　
美
学

　

 �

華
道
「
古
木
と
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
」
二
〇
一
九
年
製
作　
雲
龍
梅
・
根
付
き
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　

 �（
タ
テ500m

m

×
ヨ
コ400m

m

×
高
さ1300m

m

）

⑰ 

常
任
幹
事　
吉
田
真
知
子　
２
回
生　
美
学

　

 �

陶
芸
「
陶
杯
シ
リ
ー
ズ　
杯
三
点
」
二
〇
一
六
年
製
作

　

 �

陶
土
・
青
銅
釉
・
辰
砂
釉
・
白
マ
ッ
ト
釉　
（
高
さ80m

m

）

⑱ 

東
北
支
部　
圭
子　
８
回
生　
美
学

　

 �

銅
版
画
「
夢
の
あ
と
に
」
二
〇
一
八
年
製
作
（
タ
テ310m

m

×
ヨ
コ400m

m

）

⑲ 

常
任
幹
事　
城
井
万
美
代　
13
回
生　
美
学

　

 �

茶
道
「
一
年
を
通
し
て
の
茶
室
の
設
え
」
二
〇
二
〇
年
製
作

⑳ 

甲
信
支
部　
飯
田
多
惠
子　
10
回
生　
文
化

　

 �

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
「
地
元
ワ
イ
ン
で
お
も
て
な
し
～
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
～
」

　

 �

二
〇
二
〇
年
製
作

㉑ 

幹
事
長　
羽
吹
綾
子　
28
回
生　
英
文

　

 �

文
化
刺
繍　
「
百
花
繚
乱
」（
タ
テ680m

m

×
ヨ
コ800m

m

）

㉒ 

新
潟
支
部　
片
桐
ア
ユ
子　
美
学

　

 �

水
彩
画
「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
」
二
〇
二
〇
年
製
作　
水
彩
・
色
鉛
筆

　

 �（
タ
テ410m

m

×
ヨ
コ318m

m

）

㉓ 

静
岡
支
部　
小
澤
友
里　
６
回
生　
国
文

　

 �

日
本
画　
「
母
の
想
い
出
」
二
〇
〇
七
年
製
作　
麻
紙
ボ
ー
ド
・
岩
絵
の
具

　

 �（
タ
テ530m

m

×
ヨ
コ410m

m

×
高
さ17m

m

）

㉔ 

北
海
道
支
部　
舟
山
真
理
子　
６
回
生　
国
文

　

 �

紅
茶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
紅
茶
で
楽
し
む
人
生
」
一
千
個
以
上
の
紅
茶
缶

㉕ 

新
潟
支
部　
中
尾
早
苗　
７
回
生　
国
文　

　

 �

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

　

 

二
〇
二
〇
年
製
作 

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

㉖ 

中
国
支
部　
山
本
静
香　
26
回
生　
国
文

　

 �

パ
ン　
二
〇
二
一
年
製
作

㉗ 

関
西
支
部　
佐
伯
友
佳
子　
18
回
生　
美
学

　

 �

料
理
「
お
気
に
入
り
の
イ
ギ
リ
ス
料
理
」

　

 

二
〇
一
五
～
一
八
年
製
作 �

サ
マ
ー
プ
デ
ィ
ン
グ

㉘ 

東
北
支
部　
小
野
寺
晶
子　
８
回
生　
国
文

　
 �

パ
ン
「
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
」
二
〇
二
一
年
製
作　

　
 �

グ
ラ
ハ
ム
粉
・
小
麦
ふ
す
ま
・
五
穀
入
り

㉙ 
常
任
幹
事　
御
所
文
子　
13
回
生　
美
学

　

 �

ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
コ
サ
ー
ジ
ュ
」

　

 

二
〇
一
五
年
製
作　

Silk

生
地　

　

 （
タ
テ60m

m
×
ヨ
コ60m

m

×
高
さ40m

m

）

一紫会ホームぺージ  ■▶︎ https://ak-isshikai.com/

㉙ ㉕

㉔ ⑳

⑲ ⑮

㉗

㉒

⑰

㉘

㉓

⑱

㉖

㉑

⑯
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跡
見
学
園
と

渋
沢
栄
一
氏
と
の

つ
な
が
り

渋
沢
氏
が
明
治
四
十
二
年
か
ら
大

正
六
年
ま
で
跡
見
高
等
女
学
校
の
顧

問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
はA

tom
i 

Blossom

五
十
号
で
既
報
の
通
り
、
そ

し
て
五
十
一
号
で
は
花
蹊
女
史
の
祝
賀

会
へ
祝
辞
が
贈
ら
れ
、
そ
の
交
流
を
示

す
資
料
が
特
集
さ
れ
ま
し
た
。（
渋
沢
栄

一
記
念
財
団
・
伝
記
史
料
）

一
紫
会
で
は
『
花
蹊
日
記
』
を
繙
き

ま
す
と
、
学
祖
と
渋
沢
氏
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
及
ぶ
交
流
の
記
述
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
に
は
新
札
と
し
て
益
々

身
近
に
な
り
ま
す
渋
沢
氏
は
、
特
に
女

子
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
経
済
的
に
も
支

援
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
八
年

跡
見
花
蹊
が
先
陣
を
切
っ
て

日
本
の
女
子
教
育
を

ス
タ
ー
ト
！

明
治
六
年
に
銀
行
創
設
し
、
実
業
家

と
し
て
転
機
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
、
同

齡
の
し
か
も
女
史
が
私
立
女
学
校
開
校

と
い
う
偉
業
に
、
さ
ぞ
敬
服
さ
れ
た
の

で
は
と
、
後
年
、
学
祖
八
十
歳
寿
宴
に

渋
沢
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
賛
辞
か
ら
識

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

2
0
2
1
年
９
月
20
日
、
武
蔵
野
線
東

所
沢
駅
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
て
ス

タ
ー
ト
。
今
回
は
〝
跡
見
学
園
女
子
大
学
が
角

川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
連
携
協
定
を
締

結
し
た
唯
一
の
大
学
〟
と
さ
れ
た
ご
担
当
の
大

学
文
学
部
現
代
文
化
表
現
学
科
教
授　

富
川

淳
子
先
生
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

照
り
葉
の
さ
く
ら
並
木
を
抜
け
て
（
駅
か
ら

10
分
程
）
い
よ
い
よ
〝
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ

ウ
ン
〟
へ
。
す
る
と
大
地
か
ら
せ
り
出
し
た
巨

大
な
岩
山
が
出
現
、
そ
れ
は
樹
の
造
形
家
と
さ

れ
た
隈
研
吾
氏
の
新
作
、
岩
石
で
外
壁
を
覆
っ

た
偉
容
な
建
造
物
で
し
た
。

先
生
の
ご
案
内
で
先
ず
、
本
棚
劇
場
へ
。
そ

こ
に
は
約
３
万
冊
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

書
籍
が
と
こ
ろ
狭
し
と
、
3
6
0
度
・
高
さ

８
ｍ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
本
棚
に
並
び
壮

観
の
一
言
に
。
更
に
30
分
ご
と
に
本
棚
を
ス

テ
ー
ジ
に
、
精
鋭
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
す
ご
い
迫

力
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

観
客
は
思
い
思
い
に
「
本
と
遊
び
、
本
と
交

わ
る
」
空
間
を
テ
ー
マ
別
に
或
い
は
手
探
り

で
、
目
前
に
出
現
し
た
通
路
を
進
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
先
に
は
博
物
館
（
荒
俣
宏
ワ
ー

ル
ド
）、
美
術
館
が
拡
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
数
時
間
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
館
内
は

撮
影
可
で
し
た
が
思
わ
ず
写
し
ま
し
た
の
は
、

幼
い
少
年
が
本
棚
前
の
椅
子
に
一
人
、
本
を
大

事
そ
う
に
抱
き
か
か
え
読
み
耽
る
姿
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
紙
文
化
を
取
り
戻
す
！
頁

を
捲
り
熱
心
に
読
む
少
年
に
ル
ノ
ア
ー
ル
の

〝
読
書
す
る
女
〟
が
重
な
り
、
疲
れ
た
足
な
の

に
心
は
軽
く
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

企
画
《
恩
師
と
共
に
記
念
館
・
美
術
館
を
愉
し

む
！
》
は
2
0
2
2
年
秋
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
本
棚
劇
場
へ
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

2020年“NHK紅白”でYOASOBIがパフォーマンスした本棚劇場

訪 問
角川武蔵野
ミュージアム
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二
〇
二
一
年
五
月
十
五
日
（
土
）
に
大
学

文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
一
紫
会
幹
事
総
会
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

の
再
発
令
を
受
け
、
対
面
で
の
実
施
を
中
止
と

し
、
書
面
表
決
を
行
う
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

六
月
十
二
日
（
土
）
の
常
任
幹
事
会
に
お
い

て
、
書
面
表
決
の
実
施
方
法
な
ら
び
に
議
案
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
七
月
三
日
（
土
）
の
常
任

幹
事
会
に
て
結
果
を
集
計
し
、
一
紫
会
会
則
第

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

幹
事
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
度
の
総
会
も
異
例
な
形
と
な
り
ま
し
た
が
、

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
新
役
員
紹
介

�

幹
事
長　
羽
吹
綾
子

副
幹
事
長　
藤
澤
恵
美

常
任
幹
事　
須
永
マ
サ
江
・
若
泉
雪
子

　
　
　
　
　
吉
田
真
知
子
・
藤
田
理
恵
子

　
　
　
　
　
土
田
理
佳
子
・
三
原
幸
恵

　
　
　
　
　
丸
子　
純
・
城
井
万
美
代

　
　
　
　
　
御
所
文
子
・
北
沢
江
利

監　
　
事　
福
岡
み
つ
ゑ
・
川
村
智
美

■
新
幹
事
紹
介

�

本
年
度
第
五
十
三
回
卒
業
生
よ
り
、
下
記

の
方
々
が
一
紫
会
幹
事
を
お
引
き
受
け
く

だ
さ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
五
十
音
順
）

《
文
学
部
》

◆
人
文
学
科

　
高
橋　
舞
・
森
田
紗
映
子

◆
現
代
文
化
表
現
学
科

　
久
保
田
紗
生
・
中
山
怜
香

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科

　
本
名
靖
代
・
安
田
二
千
花

◆
臨
床
心
理
学
科

　
柴
田　
梢
・
柳
田
怜
子

《
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
》

◆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

　
梅
村
葉
月
・
杉
田
つ
く
し

　
増
渕
彩
花
・
松
田
真
由
子

　
山
口
彩
花

◆
生
活
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

　
塚
本
有
里
・
本
間
有
紀
子

《
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
》

◆
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
大
河
原
梓
・
岸
野
若
葉

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
井
戸
川
紗
矢
香
・
長
谷
香
苗

■
令
和
三
年
度
全
国
会
員
数

北
海
道
支
部　

一
二
四
名
・
東
北
支

部　

三
八
〇
名
・
新
潟
支
部　

一
八
五

名
・
北
陸
支
部　

一
〇
八
名
・
関
東　

二
三
、〇
六
四
名
・
静
岡
支
部　

二
〇
六

名
・
甲
信
支
部　

三
〇
二
名
・
中
部
支
部　

一
五
二
名
・
関
西
支
部　
一
九
五
名
・
中
国

支
部　
一
〇
八
名
・
四
国
支
部　
八
二
名
・

九
州
支
部　
一
八
四
名

　
全
国
総
会
員
数　
三
五
、四
七
二
名

　
有
効
会
員
数　
二
五
、〇
九
〇
名

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
現
在
） 

総

会

報

告

▼ 令和3年度収支予算 自令和 3 年 4 月 1 日
至令和 4 年 3 月31日▼ 令和2年度収支決算報告 自令和 2 年 4 月 1 日

至令和 3 年 3 月31日

（収入の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 備　　考

収　入

会　　　　　費 23,880,000 1,194名
事　業　収　入 10,000
受　取　利　息 200
前 年 度 繰 越 金 2,829,082

合　　計 26,719,282

（支出の部）
科　　目 予　算　額 備　　考

事務費

通　　信　　費 4,000,000 　
印　　刷　　費 2,000,000 　
企　　画　　費 5,000,000 
記　念　品　費 4,000,000 
慶　　弔　　費 100,000 
校 友 会 入 会 金 292,800 976名
交　　通　　費 1,000,000 ※1
人　　件　　費 3,000,000 ※2
会　　議　　費 500,000 
交　　際　　費 200,000 
備　　品　　費 50,000 
消　耗　品　費 300,000 
監　　査　　費 60,000 
雑　　　　　費 100,000 
予　　備　　費 16,482 

奨学金
大 学 院 奨 励 金 600,000 
修 学 援 助 金 4,000,000 ※3
海外研修助成金 1,500,000 

合　　計 26,719,282 
※1・※2　�昨年度は旅費・交通費として計上していましたが、前回までの総会でのご指摘を受け明

瞭化するために交通費・人件費に分けることといたしました。
　　 ※3　� 昨年度同様、今年度もコロナ禍により同額といたしました。	

（収入の部） （単位：円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 備　　考

収　入

会　　　　　費 26,020,000 24,200,000 △1,820,000 1,210名
事　業　収　入 10,000 7,000 △3,000
受　取　利　息 100 129 29
前 年 度 繰 越 金 4,210,879 4,210,879 0

合　　計 30,240,979 28,418,008 △1,822,971

（支出の部）
科　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 備　　考

事務費

通　　信　　費 4,000,000 3,534,264 △465,736
印　　刷　　費 2,000,000 1,506,340 △493,660
企　　画　　費 5,500,000 2,611,296 △2,888,704
記　念　品　費 4,000,000 3,721,620 △278,380
慶　　弔　　費 100,000 26,500 △73,500
校 友 会 入 会 金 249,300 249,300 0 831名
旅 費・交 通 費 3,000,000 2,696,000 △304,000
会　　議　　費 300,000 104,159 △195,841
交　　際　　費 250,000 100,000 △150,000
備　　品　　費 100,000 0 △100,000
消　耗　品　費 250,000 228,075 △21,925
監　　査　　費 60,000 60,000 0
雑　　　　　費 150,000 79,522 △70,478
予　　備　　費 181,679 0 △181,679

奨学金
大 学 院 奨 励 金 600,000 416,850 △183,150
修 学 援 助 金 4,000,000 3,915,000 △85,000
海外研修助成金 1,500,000 1,340,000 △160,000

積立金 終身会費積立金 4,000,000 5,000,000 1,000,000
小　　計 30,240,979 25,588,926 △4,652,053

本 年 度 剰 余 金 0 2,829,082 2,829,082
合　　計 30,240,979 28,418,008 △1,822,971

　　　　　全会員数：35,040名
　　終身会費預り金：68,520,000 
終身会費積立金残高：23,698,133 
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─ 住所・氏名の変更方法 ─
以下の内容を記入し、住所変更と題して下記の
一紫会事務局まで FAX または封書・ハガキで
お送り下さい。
1. �会員番号（分かる方のみ記入。一紫会だより

が届いている方は、封筒宛名の下の No. です。）
2. �卒業回生・学科名・クラス（回生が不明の場

合は、卒業年でも可）
3. �氏名（フリガナ）　　
4. �旧姓（フリガナ）
5. �現住所（郵便物を受け取ることのできる連絡先。

郵便番号必須・様方など）
6. �電話番号（携帯可）

英国国立スターリング大学の2019年度春期研修者26名に海外研修助成金を支給させていただきました。
大学より素敵なメッセージを戴きましたので、掲載させていただきます。

　
二
〇
二
一
年
七
月
十
四
日
（
水
）、
一
紫
会
会

室
に
て
学
生
会
・
紫
祭
実
行
委
員
会
へ
活
動
費

を
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

一
紫
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
常
任
幹
事
を

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
〒
住
所
、氏
名
、回
生
、学
科
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
記
入
の
上
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
さ
く
ら
咲
く
募
金

　

募
金
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
詳
細
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

─ 

会
員
所
在
確
認
の
お
願
い 

─

近
年
、災
害
に
よ
る
移
転
な
ど
、転
居
先
不
明

が
多
数
出
て
い
ま
す
。
ご
友
人
が
転
居
さ
れ

て
い
て
、
会
報
が
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
ご

存
知
の
方
は
、
是
非
ご
本
人
様
よ
り
転
居
の

ご
連
絡
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
守
る
た
め
、

何
卒
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

—
—

 

訃
　
報 —

—

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

　
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
文
化
学
科
教
授

　
　
田
中
浩
史
先
生　
享
年
六
十
九
歳

令
和
三
年
六
月
十
八
日

　
文
学
部
名
誉
教
授

　
　
田
中
倫
郎
先
生　
享
年
九
十
二
歳

令
和
三
年
九
月
三
十
日

　
文
学
部
名
誉
教
授

　
　
室
伏
信
助
先
生　
享
年
九
十
歳

　
卒
業
生
一
同
、
謹
ん
で

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

紫
祭
実
行
委
員
長

文
学
部
人
文
学
科
三
年

櫻
井
柚
香
様

学
生
会
会
長

文
学
部
人
文
学
科
三
年

舛
谷
聡
子
様

■
退
職
さ
れ
た
先
生
方

　
《
文
学
部
》

　
　　
人
文
学
科
名
誉
教
授

　

	

紀
井
利
臣 

先
生

　
　　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
文
化
学
科
名
誉
教
授

　

	

奧
田
洋
子 

先
生

　
　　
人
文
学
科
教
授

　

	

三
谷　
博 

先
生

　
　　
人
文
学
科
准
教
授

　

	
寺
本
敬
子 

先
生

　
《
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
》

　
　　
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

　

	

安
島
博
幸 
先
生

事
務
局
よ
り

　各種お申し込み・ご連絡先
〒112－8629　東京都文京区大塚1-5-9　跡見学園　跡見校友会一紫会　FAX 03（3941）8642　https://ak-isshikai.com/

◆ホームページ公開記念　オリジナルグッズプレゼント実施中！　詳細はホームページTOP＜イベント告知＞をご覧ください。

大
学
よ
り

印刷制本　株式会社博秀工芸　東京都文京区湯島3-21-4 第一三倉ビル7階　TEL：03-3836-3680　http://www.hakushu-arts.co.jp/
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